
令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

1 東郷
意見交換会の参加対

象者と周知方法は
議会運営

行政、議会に対する関心が薄れている。多くの

町民（特に若い人、女性）が、意見交換会へ参

加されるよう周知方法の検討を。

団体の代表者に案内状を出し、一般の人にも、広

報などを通じて案内をした。多くの人に意見交換

会に参加していただけるよう、今後ポスター掲示

やチラシ配布、他町の事例を参考にしながら改善

していきたい。

議会

2 泊
ふれあい意見交換会

の回数表示に疑問
議会運営

令和３年度、４年度が、コロナの影響で中止と

なった。今年度は繰越回数を使用せず、第９回

ではなく、第１１回とするべきでは。

意見交換会はこれまで、同年度に１回しか行われ

ていないが、今後、複数回行われる可能性もあ

る。実施された回数で行えればと思う。
議会

3 羽合
意見交換会の意見へ

の対応は
議会運営

このふれあい意見交換会で発言させていただい

た意見に対して、どのように対応されるのか。

出された意見については、議会で検討をするとと

もに、行政の担当課にも伝え、議会だよりなどで

明確に返事をする。
議会

4 泊
説明資料に工夫が必

要では
議会運営

説明に使われている資料の内容が、専門的過ぎ

て理解できない。理解しやすい工夫をしてほし

い。

今後、説明資料など理解しやすいよう工夫をす

る。

議会
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

5 泊
良質な動画を配信で

きるのか
議会運営

議会の動画配信をＹｏｕＴｕｂｅ化するにして

も、いかに良質なコンテンツが迅速・継続的に

出せるかどうかが問題。

議会の動画配信については、速報議事録的なもの

だと捉えている。今後迅速にアップしていくよう

努力していく。
議会

6 泊
広聴活動もデジタル

化を
議会運営

町民の声を集める広聴活動にデジタルツールを

活用し、データを活用しては。

議会が町民のもとに足を運ぶことも重要。デジタ

ルツールを活用しつつ広聴活動に取り組んでいき

たい。
議会

7 羽合
議会の会議情報をわ

かりやすく
議会運営

議会の開催情報は通知されるが、議題がもう少

し分かりやすく公開されれば、興味を持つ人が

増えるのではないか。

議会情報を来庁者に目につく１階フロアに掲示す

るなど検討したい。

議会

2



令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

1 羽合
ボランティア団体の

育成
総務産業

町として、女性団体のボランティア活動に若い

人が参加できるよう、支援してほしい。

町ホームページ等での活動紹介により参加意識の

醸成を支援するとともに、現行の助成制度により

活動費支援を行う。 まちづくり企画課

生涯学習・人権推

進課

2 泊
町内事業者の参加が

少なかったが
総務産業

地域おこし協力隊が開催したイベントで、飲食

店のほとんどが町外事業者であった。町外事業

者の活動が地域おこしにつながるのか疑問。

隊員が趣旨を考慮し、町内事業者を含め出展者を

選定した。今後は、町内事業者との連携に配慮す

る。 まちづくり企画課

デジタル・みらい

戦略課

3 泊 民業圧迫では 総務産業

制服リサイクルとして、湯梨中の制服が無償で

譲渡されており、町内業者は民業圧迫と感じ

た。このような行為は止めてほしい。

リユースは国も環境負荷低減のため推奨している

必要な取り組みであるため、理解を求めたい。
まちづくり企画課

デジタル・みらい

戦略課

4 東郷
雇用を生む企業の誘

致を
総務産業

旧北溟中跡地利用については、湯梨浜町に雇用

を生むような企業に来てもらえると嬉しい。

町の産業振興や活性化につながる利用に資するよ

う取組を進める。

まちづくり企画課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

5 羽合
旧中学校跡地利用の

現状は
総務産業

旧北溟中学校の跡地利用については、期限を決

めて取り組んでは。

企業誘致は社会経済情勢に左右されることから期

限の設定が難しい面はあるが、早期の有効利用に

向け努める。
まちづくり企画課

6 羽合
町は水明荘をどうす

るのか
総務産業

水明荘は赤字続きだと思うが、民間業者への売

却、運営委託、指定管理を考えないのか。

水明荘は全国第一号の国民宿舎で多くの皆様に利

用されている。引き続き公営として運営していく

こととしており、現在、改修事業に取り組んでい

る。 産業振興課

7 東郷
自治会の今後の在り

方は
総務産業

集落では７５歳以上の高齢者が増え、役員のな

り手もなくなっていく。今後の自治会の在り方

を示してほしい。

自治会は、地域コミュニティを維持する上で重要

な組織。町も地域の実情に応じた支援を強化して

いく。
総務課

8 泊
自治公民館のＩＴ化

を
総務産業

自治公民館でインターネット利用ができれば、

子どもの教育、避難時の情報などに利用でき

る。

町光ケーブル網を活用するＴＣＣインターネット

サービスについて、自治会加入への支援を検討す

る。 デジタル・みらい

戦略課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

9 羽合
燕趙園と東郷池の来

客増に向けて
総務産業

来客の増加に向け、日本最大級の中国庭園や東

郷池周辺の施設を活かす工夫を。

関係機関と連携の上、東郷池周辺が一体となった

周遊性の高い観光地づくりを進めている。今後

も、観光商品の造成とともに、ホームページなど

を活用した情報発信に注力していく。 産業振興課

10 東郷
自然環境を活かした

観光事業を
総務産業

自然環境を観光事業として活かしてほしい。美

術館の設立を控え、立ち寄ってもらえる町にし

てほしい。

自然環境を活かした周遊性の高い観光地づくりに

努めている。また、県立美術館の開館を見据え、

中部の市町で連携し、観光周遊を進めるための仕

組みづくりを進めている。 産業振興課

11 東郷 町道のかさ上げを 総務産業

龍島の排水ポンプのおかげで、今回水害になら

ずにすんだ。あと県道へつながる町道のかさ上

げをお願いしたい。

旭区内の排水対策事業は、水路改修、道路のかさ

上げなど、国の予算が確保できた時点で着手する

予定。
建設水道課

12 東郷
湖畔公園などのトイ

レの再整備を
総務産業

湖畔公園のトイレを洋式にしてほしい。 町が管理する東郷湖畔公園及び東公園のトイレの

洋式化は、今後、実施の可否などを検討する。

建設水道課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

13 羽合
町道泊中央線災害復

旧工事の検証を
総務産業

泊中央線災害復旧工事について、検証してほし

い。

泊中央線災害復旧工事については、現状報告を受

けながら慎重に検討している。

建設水道課

14 東郷

新町川ポンプ場工事

完成までは、浸水は

治まらないか

総務産業

新町川ポンプ場工事完成までは、浸水は治まら

ないのか知りたい。また、このことを広報を通

じてＰＲしてはどうか。

ポンプ場の整備が完了して、一定基準までの排水

処理が可能となる。詳細については、適時広報を

行う。
建設水道課

15 東郷
新町川ポンプ停電時

の対策は
総務産業

新町川のポンプ場について、大雨が降ったりと

きに、水門を閉め切って排水中に停電になった

らどうするのか。

自家発電設備を設置し、停電時にも排水対応が可

能な機能を有する施設とする予定。

建設水道課

16 羽合
大雨時の龍島ポンプ

場の検証を
総務産業

激甚災害になるような大雨の場合、龍島ポンプ

場の効果について、検証や住民の方からの意見

集約をされてはどうか。

龍島ポンプ場の稼働効果は、大雨の時に現地で検

証している。今後は、旭区内の排水対策事業を実

施する際に詳細な検証を行う。
建設水道課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

17 泊
特定空家の壊れた三

角コーンの始末を
総務産業

危険な家屋の周りに、町が設置し、壊れた三角

コーンが５個ある。三角コーンを何とかしてほ

しい。

壊れた三角コーンを撤去し、新しいコーンを設置

した。今後は、危険な家屋への現場確認を定期的

に行うなど、同様の事案が発生しないよう努め

る。 建設水道課

18 東郷
田んぼダム推進方法

の検討を
総務産業

田んぼダムに取り組まない組織は補助金をカッ

トされている。推進方法について検討してほし

い。

令和４、５年度は田んぼダムに取り組む組織に対

し、要求額満額で措置している。防災上の観点か

ら取り組みを検討いただきたいと考える。国の交

付金については、必要十分な予算確保を確保する

よう努める。

産業振興課

19 東郷
優良梨園をうまく引

き継ぐ仕組み作りを
総務産業

梨栽培を辞めたい人と、栽培を始めたい人とう

まくマッチングするような仕組みが出来たらい

い。

優良梨園を登録しておき、栽培が出来なくなった

場合、栽培したい人に引き継ぐ制度がある。

産業振興課

20 東郷
町が主導して梨団地

の育成を
総務産業

梨栽培は、平坦地栽培で機械化しないと後継者

は育たない。新規就農者を呼び込むため、町は

そういう梨団地をつくり、貸し出すスタイルを

ぜひ拡大してほしい。

令和７年の完成予定で、今滝梨生産団地を整備し

ており、新規就農者を含め１０人程度の入植を計

画している。引き続き、ＪＡと連携しながら取り

組みたい。 産業振興課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

21 泊
過疎地域に関する意

見交換会の開催を
総務産業

東郷地域が過疎地域になった。町は集落に出向

いて意見交換会をするべきだが。

令和４年に意見交換会を行って以降実施していな

いので、開催したい。

まちづくり企画課

22 東郷
燕趙園の使用方法に

ついて
総務産業

燕趙園や多目的広場の使用方法の変更につい

て、何か情報はあるのか。

燕趙園に確認したところ、多目的広場及び芝生広

場については、4月以降、グラウンド・ゴルフのほ

か、幅広く利用出来る予定とのことであった。
産業振興課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

1 東郷
放課後児童クラブ支

援員の負担軽減を
教育民生

児童クラブを利用し大変助かっている。支援員

の方の負担軽減を、今後も継続的にお願いした

い。

支援員の研修を定期的に行いスキルアップを図る

ことで、児童対応の負担軽減に努めている。現場

でのトラブルは統括支援員に報告し、保護者・学

校・担当課と情報共有して対応している。 子育て支援課

2 東郷
放課後児童クラブ支

援員の確保を
教育民生

民間であっても、夏休みなどの長期休みは、支

援員の確保が大変では。

他町のクラブから配置するなど、民間委託のメ

リットを生かして運営をしている。

子育て支援課

3 東郷
放課後児童クラブ施

設の改善を
教育民生

東郷第２児童クラブの施設が古く、猛暑の中で

エアコンが効かない状況があった。畳の部屋も

なく、環境整備が必要では。

昨年はトイレ、一昨年は雨漏りの修繕をし、エア

コンは現状きちんと作動している。建物が老朽化

しており、児童数の推移を見ながら、移転先の必

要性を検討したい。 子育て支援課

4 東郷
放課後児童クラブの

地域連携を
教育民生

運営は良くなったが、今後の課題として地域の

高齢者などとの関わりが必要だと思われるの

で、仕組み作りをお願いしたい。

季節ごとの行事を行うなど、工夫をされている。

地域の方との連携については、担当課と協議した

い。
議会
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

5 泊

放課後児童クラブの

利用人数と指導員数

の割合は

教育民生

児童クラブによって、利用人数に対して支援員

の数にばらつきがあるのはなぜか。

運営基準は、４０人定員に対して支援員２名と補

助員２名が原則である。支援員は、県が行う認定

資格研修の修了が必要。希望者は原則全て登録し

ているので定員を上回っているが、スポ少前の短

時間の利用などがあり、実態に合わせ支援員を配

置している。

子育て支援課

6 泊
放課後児童クラブの

出欠確認は
教育民生

出欠の確認方法は。 欠席連絡はショートメール、電話で受けている

が、保護者によっては連絡がない状況。確認の連

絡が欲しい保護者には、あらかじめ申し出ても

らっている。申し出がない場合でも、低学年の自

動については確認する場合がある。

子育て支援課

7 泊
放課後児童クラブで

の弁当管理は
教育民生

夏休み期間は弁当を持参するので食中毒が心

配。保冷庫等で保管できないか。

保護者に保冷剤を入れてもらうよう周知してい

る。エアコンのある部屋で保管しているので、保

冷庫までは必要ないと考えている。しかし、暑さ

が昔と違うので、他町の状況などを参考にしつつ

検討したい。

子育て支援課

8 羽合

放課後児童クラブで

の発達障がい児の対

応は

教育民生

発達障がいのある児童への対応は。 申込時に保護者から聞き取りをし、状況を把握し

て受け入れている。特性の強い児童に対し、つ

きっきりで見ることは困難。放課後等デイサービ

スの利用などについて、保護者と話し合いを持っ

ている。

子育て支援課
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令和５年度ふれあい意見交換会　意見等への回答集

委員会

番号
会場 質問項目 所管 質　　問　　内　　容 回    　　   答 回答課

9 東郷
保育士不足解消につ

いて
教育民生

保育士不足が常態化しており、抜本的な見直し

が求められる。他町や民間事業者の取り組みを

参考にしてみては。

派遣会社からの社員を受けている。保育士不足は

長年の課題で、アンケート調査を行うなど、対策

の取り組みを強化していると報告を受けている。
議会

10 羽合
こども園にエアコン

を
教育民生

夏が非常に暑かったが、こども園の遊戯室には

エアコンがなく、熱中症の危険性があったと聞

いた。エアコンの設置を求む。

予算特別委員会で、設置について議論をした。執

行部からは、年次的に設置していきたいとの考え

が示され、財源確保などに最善を尽くすとの答弁

があった。議員からは、早期に設置が完了するよ

う要望した。

議会

11 東郷
子育て支援の拠点化

を
教育民生

子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合

支援が一体となった、「こども家庭センター」

の設置を望む。

子育て支援課内で、母子保健と児童福祉を再構築

し、令和7年4月に「子ども家庭センター」を設置

し、ワンストップでのサービスを提供する。施設

整備については、今後の検討が必要。 議会

12 東郷
育児サークルへの支

援拡充を
教育民生

子育て世代の有志が育児サークルを立ち上げ

た。現在は家庭教育支援の補助金を受けて活動

しているが、子育て支援の枠組みで支援を拡充

してほしい。

どのような形での支援ができるか、担当課と検討

していきたい。

議会

11
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13 東郷
子どもの居場所つく

りを
教育民生

年々不登校が増加している。こども家庭庁の指

針を基に、こどもの居場所づくりの実態調査を

進めてほしい。羽合地域でのこども食堂の要望

もある。

児童虐待・不登校・いじめ重大事態の発生増加な

ど、子ども・若者の環境は厳しさを増しており、

安全で安心して過ごせる「子どもの居場所づく

り」は大切である。担当課とも協議したい。 議会

14 羽合
子どもに掛かる予算

について
教育民生

こども園・小・中学校等、子どもたちにかかる

予算をもう少し増やしてほしい。

指摘いただいた意見を受け、予算の在り方を考え

ていきたい。

議会

15 羽合
児童・生徒支援員の

確保を
教育民生

年々、発達障がいなど支援を要する子ども達が

増えている。湯梨浜中学校では生徒支援員の確

保について、予算は3名だが配置が2名である。

全町を挙げて支援員の確保を進めてほしい。

委員会としても特別支援について、視察・研修を

してきた。今後も支援員確保に向けて、担当課と

協議しながら、さらに力を入れていきたい。
議会

16 羽合
羽合地域に図書館建

設を
教育民生

たじりこども園跡地をコミュニティの場所とし

て、図書館ができないか。

人のつながりは今後ますます大切になってくる。

たじりこども園跡地に、雨の日に遊べる場所や、

子どもの居場所づくりとして利用できないか検討

が進みかけている。図書館が必要かは、多くの人

の意見を聞く必要がある。

議会

12
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17 東郷
少ない利用者につい

て、検証が必要では
教育民生

「みんなのげんき館」の利用者数が少ない。そ

の要因の検証もなく、すぐ近くの「つわぶき

荘」に、新たにフレイル対策事業を始めるとい

う発想が理解できない。

皆様の意見を参考に、「みんなのげんき館」の利

用者を増やす工夫が必要。フレイル対策は高齢化

が進む中で大切であるが、施設の建設は補助金の

関係もあって、現在は棚上げになっている。 議会

18 羽合
町女性団体連絡協議

会の在り方
教育民生

支部にこだわる考えが強いと感じる。運営方法

の検討が必要では。

連絡協議会と議会とで意見交換が行えないか、お

互いに検討したい。

議会

19 羽合
子育て支援と地域づ

くり
教育民生

社会全体で子どもに関わりを。 地域で子どもたちに関わっていく中で、社会性の

ある子どもが育っていくことは大切。その点に留

意した活動を進めたい。
議会

20 東郷
高齢者へのごみ収集

支援を
教育民生

歩行が困難な人には、自宅前でごみを収集する

仕組みづくりを望む。

高齢化が進む中で、いろいろな支援が必要になっ

てくる。地域の実情などを勘案し、担当課と協議

したい。
議会

13
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21 羽合
赤い羽根などの募金

の在り方は
教育民生

任意は建前ではないのか。自治会によって取り

組みに差があるのはおかしい。

幅広く意見を聞く必要がある。関係機関とも協議

したい。

福祉課

22 羽合
中学生に安全な自転

車通学を
教育民生

歩道の幅が足りず、自転車が通行できない歩道

がある。安全な通学路の確保を。

自転車通学を想定し歩道を整備したが、ルール

（自転車安全利用五則）の改定で通行できなく

なった。安全な通行に向けて、中学校・担当課と

対策を検討していきたい。 議会

23 羽合 主権者教育を 教育民生

高校生との意見交換を持っては。 中学校の職場体験として、議会に接していただく

のも1つの案。子ども、若者との接点を作ることを

検討したい。
議会

14


